
Japan Society of Educational Information

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　工nformatlon

日 本 教 育 情 報 学 会 第 12 回 年 会 Aug．8 −9 ，1996

視覚障害者 に 対する情報教育の 問題点

村上 　佳 久 ，1

〈 概要 〉 盲学校を中心 と した視覚障害者の 情報教育を行 う上 で の 問題 点を検討す る 。

〈 キ
ー

ワ
ー

ド〉 情報教育 、 視覚障害

1 。 は じめ に

　視覚障害者が本格的に バ ソコ ン等を利用 し

て情報教育を受ける ことが 可能に な っ て きた

の は 、］980 年代後半 の こ とで ある 。コ ン

ピ ュ
ー

タの急連な発達と共に合成音声装 置な

どの 視覚障 害補償機器 な どの 発達 によ り、視

覚に 障害があ っ て も合成音声装置や点字デ ィ

ス プ レイな どの 補助を受け、パ ソ コ ン を簡単

に利用で き るよ うに な っ て きた e

　 しか し、最近の 表示画面 が グラ フ ィ ッ ク ・

ユ
ー

ザ ・イン タフ ェ イ ス （GUI） 化に 伴 っ て 、

視覚 障害者が利用 で きな い環境 も増 加 してい

る。また 、情報 教育を教 える教 師側 の 問題 や

視覚障害者特有の 問題 もあ り，情報基礎教

育
・
情報専門教育ともに問題点が多い 。

　 こ こで は、視 覚障害者に 対す る様々 な 問題

点 に つ い て 検 討す る 。

2 ．墨 字と点字
・点字 と墨字

　墨字とは、点字に対する
一

般文書の呼び方

の こ とで あ る が 、国語的に は大 きな違 い があ

る 。点字は 、視覚障害者に と っ て は重要な文

字で あ る。

〈 点字 〉

　 ・原則と して漢字はない （＊）

　 ・表音文字 （話 し言葉）

　 ・分節 ごとに 文字を切 り齷す

　
・6 つ の 点 （64種類）で 英語 ・日本語 ・

　　数字 ・記号等を表 現 する

〈 墨字 〉

　 ・かなと漢字の 混 合文

　
・表意文字 （書き言葉）

　 ・読点、句読点以外 は、文字 間を 空けな い

　・日本語だけでな く英語 ・数字 ・記号等

　 様々 な種類を利用

　墨字から点字へ 変換する場合、墨字を話 し

言葉で ある
「
分 かち書き」 に変換 し s それ を

1対 1で 点字に 変換する 。従 っ て 、簡単 に言

えば、墨字を 点字 に変換 す るの は 、書 き言葉

を話 し言葉に変換す る ことで あ る 。

墨字　　　
・
今日は 、 学校 へ

、 行き ま した 。

　　 　　 ↓ （漢字 を ひ らが な に変換 ）

ひらがな　 ： き ょ うは、が っ こ うへ 、い き ま した。

　　 　　 ↓ （書き 言葉を話 し言葉 に 変蠻）

分か ち書き ：き ょ
一わ、 が っ こ一え、 い き ま した 。

　 　 　 　 ↓ （か なを 点字 に 変換）

点 字　　　　
…
　『：　  

L・
：・・：

’
：

： ：．：：：
：：・・：

　これ を逆に 変換す る こ と は容易 で はな く、

同音異義語 が多い 日本 語 の特徴 か ら、点字を

完全 に 元の 文章に戻すこ とは不 可能で ある 。

　点字使用者 は、幼い ときか らこの よ うな話

し言葉に よ る 日本語 教育を受 け てい る た め

に 、
一
般の 墨 宇文を書かせ ると、書 き言葉で

はなく話 し言葉の 癖が至 る所 に現 れ る。
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読点の後 に空 白が入る 、助詞の
「は 」 が

「
わ 」

に等の事例

私わ 、 新宿え 、 行きま した 。

　 この こ とは、情報基礎教育な どで特別な配

慮が必要な事例で ある。

・点字 の量

　 点字は、非常に嵩が はる。 1さつ の 墨字本

は 、5〜1 冊の 点字本 とな る。教科書を持ち

運 ぶ とな る と、
一

部だ けとな るが、それで も

段 ボ
ー

ル 箱で もな い と 1日の授 業分 の 教科書

を運べ ない と言 っ た 問題 も生 じ る 。

　 また、英和辞典な どは iOO冊の点字本 とな

り、医学大事典で は、実に 520冊で ある 。と

て も実際 に辞書が利用 で きる状 態 に ない こ と

は容易 に 想像 で きる で あ ろ う。 この ため に 、

CD−R  などの 電子辞書を合成音声を利用 しな

が ら検索す る方法 が、数例教育実践で も行 わ

れて い る が 、授業中に辞書検 索な どは不可 能

であ り、学習 を困難 にして い る。

3 ， フ ル キー入 力と 6 点入 力

　 点字使用者は教科書など も全て点字か録音

テ
ー

プなの で、墨字を利用 する機会 が少な

か っ たが、情報教育の
一

環 と して 合成音声を

利用 しな が ら 日本 語 ワ
ープ ロ を利 用して 墨字

で 手紙や文 書 を作 成す る こ とも多くな っ て き

て お り、盲学校 な どで は、学校 の 授業 時 間中

に養護訓練 と して、墨字によ る文書作 成など

を行 っ て い る。

　 し か し 、基本 的に 点字 が教育の 中心 で あ

り、点宇入 力に よる墨 字ワ
ー

プ ロ （点字が 6
つ の 点で構成 され て いる ことか ら、キ ーボ ー

ドの 6 つ を利用 し、点字を入力す るの と同 じ

方法 で かな を 入力 し、漢字 に変換する）な ど

で、点字か ら墨字へ の 変換 を行 っ て い る。

　従 っ て 、 キ
ー

ボ
ー

ドを全 て 利用 す る フ ル

キ
ー

操作では なく、キ
ー

ボ
ー

ドの 6 つ の キ
ー

しか利用 しな い 操作方法 で パ ソ コ ン な どの 操

作 を習得す る こ と に なる。

　 この ような操作方法 が多用 されて い る背景

には、点字 とい う問題 だけでな く 、 視覚障害

補償機器の 問題 もある 。

　視覚障害者が、コ ン ピ ュ
ー

タな どを利 用 す

る場合に は 2 つ の方法が ある。

  合成音声装 置などを付加 して 、

　 一般の ソフ トウ ェ ア を利用する 。

  視覚障害者専用の ソ フ トウ ェ ア ・

　 ハ ー ドウ ェ ア を利 用する。

　  の 場合、MS・−DOSの よ うな CUI べ 一
スの ソ

フ トウ ェ ア で あれ ば、合成音声 を利用 して 、
一

般の人 が利用 してい るソ フ トウ ェ アを利用

する こ とは 、ある程度の制眼がある が可能で

ある。しか し、最近は殆どの ソフ トウ ェ アが

GUIべ 一
ス にな りつ つ あ り、　 GUIべ

一
ス での

合成音声の ソフ トウ ェ アの 開 発 が望 まれ て い

る。

　  の 場 合 、 汎用性 がな く、しか も高価で は

あるが視覚障害者で も簡単に利用で きる利点

があ る 。

　盲学校な どで は 、殆 ど  の ような機器 を導

入する こ とが多 く、教育を行 う側 も、視覚樟

害者専用 の 機器 を望 む ため に、逆 に 現 在 の

lnternetの ような汎用的な技術 を利用す る場

合 、対 応 で きな い と言 っ た 問 題 が 生 じて い

る
。

4 ．弱 視

　同 じ視覚障害者で も点字を使用 しな い弱視

の 場 合は 、フ ルキ
ー

入力で
一般的な ソ フ ト

ウ ェ アを大きなモ ニ タなどで利用させ る こと

が多い 。弱視 は視力 が弱い ため に 画面 に 殆ど

捜触 する程 度まで 眼 を近づ けて 文字を確 認す

る 。

　 また、大 きなモ ニ タでも文字が小 さく認識

で きな い弱視に は、さ らに 電気的に モ ニ タを

拡大 して 、1文字が 3 〜 7cm平方となるよ う

に文字を拡 大す る。

　 これ らの配慮に よ り弱視で も
一

般の パ ソコ

ン を利用 す る こ とは可能 で はあ るが 、あ ま り
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パ ソコ ン 操作を させて いる と残存 して い る

視力が低下する とい う問題が起こる。視覚障

害者に と っ て視力がある とい うの は、な によ

りも代 え難 い もので あ り、視力を低下 させ な

い 工夫が必要 で あ る。

　また ，重度 の 弱視の場合・、生 活視 力はあ っ

て も利用する文字は点字の場 合が多く、その

場合 は、全盲と同 じ対応 とな る。

5．視覚障害者の 認識

　視覚障害者 は、視 覚情報が得 られな い ため

補償 機器 を利用 して 様 々 な現 象を認識す る 。

補償 方法と して は、次の よ うな もの がある。

音に よる補償

合成音声 に よる補償

拡大画 面 （文字） に よ る 補 償

点字デ ィ ス プ レ イ に よ る補償

触覚デ ィ ス プ レ イ に よ る補償

　特に 問題な の は、二 次元の 表や 図で ある 。

三 次 元の 表などは理解 は ほぼ 不可能なの で 、

二 次元 の表 を 多用 し て行 うが、表計 算 ソ フ ト

の 場合 な どで も画面の 座標 が非常に わ か りに

く く、その 教 育 も非常に 困難な こ とか ら、音

声電卓で一次 元 で処理する場 合が多い 。

　また 、図を認識 させ る場 合で も、手で触 っ

てわ かる図 で なけれ ば 認識で きない ため に 、

指の触感の 闇値 が図の細かさの 限界とな る e

その ために非 常に 大まかな表現 しかで きない

た めに マ ル チメ デ ィ ア が利 用 し に くい状 態で

ある。

6 ．機器 と設定 と利用

。 Net胃ork

　現在、盲学校 は、国公立 ・私立 、分校など

も含めて 70校 あ るが、パ ソコ ンが導入 され て

い ない盲学校 はな い 。 1992年に行 っ た調査 で

は、どの 盲学校で も 10台以上 の パ ソ コ ン を有

し、中に は 50台 以上所有す る盲学校 も存在す

る。また、い わ ゆる 川 校プロ ジ ェ ク トに 参

加 して い る盲学校もあり、InleTnet上 にホ ー

ム ペ ージを開設 して い る と こ ろ も 2 カ所 あ

る 。 しか し、NetWorkな どを利用 して パ ソ コ

ンの システム化を行 っ て い る ところは、殆 ど

な く、情報 化 社会に 対応 した シ ス テ ム を構

築 ・導入す る必要 が ある と思われ る。

・ シ ス テ ム 化 と機 器設定

　前述の よ うに 、視覚障害補償機器 の 多 く

は 、汎用性 がな くシス テ ム化 に は適 して い な

い
。 また 、汎用性 を持 たせ たシステ ム は、各

種 の補 償機器 を組み 合 わせ る こ とにな るが 、

そのシステ ム設 計と設定が非常に 困難 で 、教

師がそれ らの 設定を行 うの はかな り難 し い状

況である。

　また、多くの 盲学校 では、全盲 な どの 教師

も多 く、維持管理が で きる教師その もの の絶

対数が少な い ことも問題 とな っ て い る ．

　その ため に よ り
一

層 、視 覚障害 者専用 の 補

償織器 を導入 する 原因 とな っ て お り、シス テ

ム化 を遅 らす悪循 環 とな っ て い る。

7 ． lnlerne↑時代

・正 XT ブラ ウザ （No　Nerscape ，　 No　Mosaic）

　現在、Internetとい う言葉が、社会を賑 わ

せて い る が 、全盲が Webサー
バ な どを参 照す

る た めに は、TEXT形 式の ブラ ウザ （例 えば、

Lynxの よ うな）で 合成音声な どを利用 し、情

報を得 る手段 はあ るが、GUi 全盛の よ うな現

在の 状況で は、日本の Webサ
ー

バ か ら情 報 を

得る こ とは か な り難 しい
。

　特に 日本で は、TEXT形式の ブ ラ ウザ に対 す

る配所が非常に少 な く、画像で メニ ュ
ーを選

択 させ るな ど視覚障害者で はまず利用が不 可

能 な画 面が 多く、大 変に 残念な こ とで ある e

欧米 で は 、GRAPHICモ ー ドと TEXTモ ー
ドの 2

っ を選択で きる ことが 多 く．視 覚障害者 に

と っ て は、海外の Web サ
ー

バ の 方が有用 な情

報が 得 られ，実際 に 、大学など に進学した視

覚障害看な どは かな りの 利用者が多 い。

　と こ ろ が、合成音声装 置 は 、英語 も し くは
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日本語 専用に な っ て い る の で、海外 と国 内と

2 つ の ブラ ウザと合成音声装置を用 意しな け

れ ばな らず 、画面 を音声 で 変換する こ とは か

な りの 困難 さがあ る。

　 これ らの 理 由か ら、視覚 障害者 に は、Web

よ りWAISな どで得 られ る デ ータベ ー
ス の方が

有利 か も しれない 。

・ パ ソ コ ン通 信

　 盲学校などで は、Lynxの よ うな TEXTブラ

ウザは 、UNIX上で動作す るため に 、盲学校な

どは、導入する には 、技術 的 ・入 的
・
金銭的

な 面 で無理 が多 く、教師の 個人 的興 味か ら演

示 実験の よ うな形で 利用 され てい る実践例を

2〜 3例 、見かける程度 である。

　 これ に対 して 、パ ソ コ ン通信 は、広範囲に

行わ れ て お り、合成音 声利 用な どの技術的な

問題 も少 な く、時間は かかるが利用 してい る

視 覚 障害者 も多い。

　 また、大手パ ソ コ ン通信 か らInternetの ア

クセ ス も出来るように な っ て きたため 、これ

か ら更に 利用者は 増え る もの と思わ れ る が 、

電話 使用 料 な どの 問題も多 く、授業の 中で行

うこ とは まだ、困難な状 況 で あ る 。

8 ，教え る側の 問題

・視覚障害の 教員が 多い

　多くの 盲学校で は、小 ・中 ・高等部と専攻

科 を有 して い る 。 専攻科 は 、鍼 灸 や あ ん ま

マ ッ サージ と言 っ た資格 を取 るための もので

あ る。全体的な教員構成で は、専攻科に 在籍

する視覚障害 者の教 師の 割合は非常に 高 く、

彼 らの 意見 が、その 盲学校の 情報 教育 を左右

す る こ とも多い 。昔なが らの 点字 の み に依存

す る教育を 望 む教 師も多 く、教師教 育も困難

な 点 が多い 。

る重複障害の児童生徒 も多く、教育的困難 さ

を抱えた状態で情報教 育を行 うに は、補償機

器 など が不 足 してお り、さらに 教師側がそ れ

らの 補償機器の 性能などを十分に 引き出せな

い こと もあ り、教師教育 と共に高価な補償機

器 の 導入 とい う財政的な問題 も抱え てい る。

9 ， おわ りに

　視覚障害者に対 して 情報教育を行 う場 合 の

問題点につ い て い くつ か述べ たが、視覚障害

者の 場合 、障害を克服 す る手段 と して パ ソ コ

ン は極めて有用な手段 で あ る e

　晴眼者 （
一

般の 視覚障害者で な い 人）の情

報教 育とは異なり、視覚障害補償 とい う側 面

を持 つ ために 、授業中い つ で も利 用 で きる よ

うな体制を整 える と、学習環境 に劇的な変化

をもた らす こと も考え られ るが、実際 には 、

技術的 ・人的 ・財政 的な 面で 問題が多 く、小

さな教育実践の積み 重ね が大切 で 、総 合的な

教育方法の 改善が 求め られ てい る 。

（1）

　点字 で 漢字を 表 現 しよ うと す る 試 み は あ り、筑 波 大

学付属盲学校 の 元教諭 の 長谷川氏 の 考案 した 「六 点 漢

字」 と 大阪府立宕学校 の 元 教 諭 の 川上 氏が考案 した 8
点の 点孛を利用する 「点漢字」が あ る。両考と もに 2 〜

3個 の 点字で 1 鱈 の 漢孚 を表現す る e

参考文献 ：

「情報教育に 関する手引」 文部省、ぎ ょ うせ い 、1991

・ 重複 障害

　また、盲学校 に 在籍する児童生 徒数 が激減

して お り、 1 クラ ス あた り 5人以下の 盲学校

も多 く、視覚障害以外の 障害 を有 する い わゆ
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